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廃
園
の
緑
ヶ
丘
幼
稚
園
、
自
由
学
園
が
運
営

　

住
民
の
皆
さ
ん
と
協
同
し
て
有
効
活
用
め
ざ
す

　

緑
ヶ
丘
幼
稚
園
は
学
校
法
人
東
京
緑
ヶ
丘

学
園
（
西
川
宗
佳
理
事
長
）
が
運
営
し
て
お

り
、
開
園
以
来
半
世
紀
を
超
え
る
歴
史
を
も

ち
、
毎
朝
２
０
０
人
の
園
児
た
ち
が
登
園
し

て
い
ま
し
た
。
ご
自
身
や
、
お
子
さ
ん
、
お

孫
さ
ん
が
通
園
し
て
い
た
と
い
う
方
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
学
校
法
人
東
京
緑
ヶ
丘
学
園
自
体
が
、

昨
年
３
月
に
法
人
を
解
散
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。
学
校
法
人
が
解
散
す
る
と
き
は
、

敷
地
や
建
物
な
ど
残
っ
た
財
産
（
残
余
財
産
）

を
、
原
則
と
し
て
他
の
学
校
法
人
に
寄
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
引

き
受
け
先
の
学
校
法
人
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
、「
競
売
」
と
し
て
一
般
に
売
り
に
出
さ
れ

る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

学
園
町
自
治
会
運
営
委
員
会
で
は
、
緑
ヶ

丘
幼
稚
園
廃
園
後
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て

学
校
法
人
東
京
緑
ヶ
丘
学
園
の
理
事
の
方
々

と
昨
年
４
月
以
降
幾
度
か
会
談
を
持
ち
ま
し

た
。
理
事
か
ら
は
「
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意

思
を
尊
重
し
、
学
園
町
の
緑
の
環
境
を
守
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
い
う
言
葉
を
も
ら

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
も
な
く
誕
生
１
０
０

年
を
迎
え
る
学
園
町
は
、
自
由
学
園
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
町
で
あ
り
、
そ
の
残
余
財
産

は
自
由
学
園
に
引
き
受
け
て
も
ら
う
の
が
最

善
と
考
え
、
昨
年
８
月
、
自
由
学
園
に
そ
の

意
向
を
伝
え
ま
し
た
。

　

一
方
、
学
校
法
人
東
京
緑
ヶ
丘
学
園
も
昨

年
７
月
25
日
の
理
事
会
で
、
残
余
財
産
の
寄

付
先
と
し
て
、
自
由
学
園
を
第
一
候
補
と
す

る
こ
と
を
決
定
、
10
月
19
日
に
正
式
に
自
由

学
園
に
寄
付
の
申
込
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
自
由
学
園
は
10
月
22
日

に
開
催
し
た
理
事
会
で
協
議
し
た
結
果
、
寄

付
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
議
し
、
11
月
の

評
議
委
員
会
で
も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
東
京
都
私
立
学
校
審
議
会
は
今

年
３
月
20
日
に
開
催
し
た
令
和
４
年
度
第
11

回
審
議
会
で
、「
学
校
法
人
東
京
緑
ヶ
丘
学
園

の
解
散
及
び
緑
ヶ
丘
幼
稚
園
の
廃
止
」
を
認

可
し
、
小
池
東
京
都
知
事
に
答
申
し
ま
し
た
。

私
立
学
校
審
議
会
は
、
私
立
学
校
法
第
９
条

に
よ
る
知
事
の
諮
問
機
関
で
、
私
立
学
校
の

設
置
、
廃
止
、
学
校
法
人
の
設
立
認
可
等
に

つ
い
て
審
議
す
る
機
関
。
こ
の
審
議
に
よ
っ

て
緑
ヶ
丘
幼
稚
園
の
跡
地
は
、
正
式
に
自
由

学
園
の
も
の
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
の
か
。
自
由
学
園
で
は
今
後
１
年
ぐ

ら
い
か
け
て
じ
っ
く
り
と
構
想
を
練
っ
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。
赤
木
博
子
事
務
長
は「
昨

年
暮
れ
の
全
職
員
の
会
議
の
際
に
、
今
後
ど

ん
な
使
い
方
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
ア
イ
デ

ア
や
忌
憚
の
な
い
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い

と
話
し
ま
し
た
。
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

一
番
い
い
活
用
法
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
①
自
由
学
園
に
は
45
歳
以
上

の
人
を
対
象
と
し
た
リ
ビ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー

と
い
う
学
び
の
場
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
校

舎
を
ど
う
す
る
か
。
②
正
門
近
く
の
「
み
ら

い
か
ん
」
で
は
初
等
部
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
人
気
が
あ
り
手
狭

に
な
っ
て
き
て
い
る
―
―
な
ど
の
直
近
の
課

題
が
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
施
設
の
一

部
を
使
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

赤
木
事
務
長
は
「
自
治
会
を
は
じ
め
学
園

町
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
も
積
極
的
に
参

　

緑
ヶ
丘
幼
稚
園
（
学
園
町
１
丁
目
）
が
昨
年
３
月
末
に
閉
園
に
な
っ
て
か
ら
１
年
。
今
年
３
月

20
日
に
、
東
京
都
私
立
学
校
審
議
会
（
近
藤
彰
郎
会
長
）
が
同
園
の
廃
止
を
認
可
し
た
こ
と
に
よ

り
、
４
月
か
ら
そ
の
跡
地
（
園
舎
を
含
む
）
を
学
校
法
人
自
由
学
園
が
正
式
に
管
理
・
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
樹
齢
80
年
を
越
え
た
木
々
に
囲
ま
れ
た
緑
の
園
地
が
ど
う
な
る
の
か
、
住

民
の
み
な
さ
ん
も
そ
の
動
向
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
自
由
学
園
で
は
、「
自
治
会
や
住
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
跡
地
の
有
効
活
用
の
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。
外
に
開
か
れ
た

オ
ー
プ
ン
な
ス
ペ
ー
ス
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

加
し
て
も
ら
い
、
使
い
方
を
考
え
て
い
き
た

い
。
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
や
っ
て
み
た
い
と

か
、
ひ
ば
り
が
丘
団
地
の
『
ひ
ば
り
テ
ラ
ス

１
１
８
』
の
よ
う
な
住
民
が
集
え
る
場
が
作

れ
な
い
か
、
第
二
の
し
の
の
め
カ
フ
ェ
の
よ

う
な
も
の
が
で
き
な
い
か
な
ど
、
皆
で
話
し

合
っ
て
い
く
と
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
が
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
が
使
わ
な
い
日

に
は
、
住
民
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
し
た

り
、
運
動
会
を
催
す
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
も

可
能
で
す
。
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
も

活
用
し
た
い
で
す
ね
。
い
ざ
と
い
う
時
に
は

テ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
立
て
ら
れ
ま
す
』
と
話

し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
管
理
に
は
そ
れ
な
り
の
経
費

が
伴
い
ま
す
。
施
設
面
で
言
え
ば
、
大
き
な

厨
房
が
な
か
っ
た
り
、
ト
イ
レ
の
サ
イ
ズ
な

ど
が
園
児
仕
様
に
な
っ
て
い
る
の
で
改
装
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、
庭

木
や
落
ち
葉
の
手
入
れ
を
は
じ
め
、
維
持
費

も
か
か
っ
て
き
ま
す
。
赤
木
事
務
長
は
、
最

後
に
「
自
由
学
園
と
住
民
の
方
々
が
協
同
し

て
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
に
な
る
よ
う
な
、

夢
の
あ
る
オ
ー
プ
ン
な
施
設
に
し
た
い
で
す

ね
」
と
結
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

緑
ヶ
丘
幼
稚
園
の
看
板
も

４
月
に
入
っ
て
取
り
外
さ
れ
た
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学
園
町
に
移
っ
て
、
約
四
分
の
一
世

紀
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
に
学
園
町
の

風
景
は
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
が
、

個
々
で
見
る
と
か
な
り
の
部
分
が
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

道
そ
の
も
の
は
変
わ
ら
ず
に
、
駅
か

ら
パ
ル
コ
と
図
書
館
と
教
会
の
横
を

通
っ
て
、
自
然
に
曲
が
っ
て
学
園
通
り

に
至
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
北
は
ま
っ
す

ぐ
に
自
由
学
園
の
正
門
が
見
通
せ
る

し
、
西
は
１
丁
目
を
ま
っ
す
ぐ
に
抜
け

て
ゆ
く
街
路
が
見
通
せ
る
。
角
の
林
が

変
わ
ら
な
い
の
は
、
近
隣
住
民
の
有
志

の
毎
朝
の
奉
仕
の
成
果
で
、
い
つ
も
感

謝
し
て
い
る
。
樹
木
の
世
話
ば
か
り
で

な
く
、
季
節
の
草
花
も
按
配
し
て
植
え

て
く
だ
さ
り
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
。
感
謝
状
を
何
枚
贈
っ
て
も
足
り
な

い
。

　

し
か
し
、
よ
く
見
る
と
か
な
り
変
化

を
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
西
へ
入
る
と

道
の
北
側
の
「
幽
霊
屋
敷
」
は
取
り
壊

さ
れ
て
、
保
育
園
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
保
育
園
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、

近
隣
住
民
と
学
園
町
自
治
会
が
し
っ
か

り
と
動
い
て
く
れ
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
、

な
ん
と
か
我
慢
で
き
る
形
で
建
設
・
運

営
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
努

力
が
な
く
、
一
方
的
に
作
ら
れ
て
い
た

ら
、
ど
ん
な
形
に
な
っ
た
か
、
背
筋
が

ぞ
っ
と
す
る
。
自
治
会
の
存
在
意
義
を

高
め
た
動
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
子
供

変
わ
り
ゆ
く
学
園
町

　

住
民
み
ん
な
で
守
り
た
い　

　
　
　
　
　
　
　

森　

武
生
（
一
丁
目
）

た
ち
の
声
が
響
き
渡
る
町
は
、
平
和
で
、

心
地
よ
い
町
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
向
か
い
に
電
気
会
社

の
寮
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
跡
形
も
な

く
、
突
然
に
取
り
壊
さ
れ
た
。
し
か
も

樹
齢
50
年
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
、
立
派

な
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な
高
い

松
の
木
も
、
あ
る
日
突
然
に
あ
っ
と
い

う
間
に
バ
ッ
サ
リ
と
切
り
倒
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
助
け
る
間
も
な
く
、
切
り
株

か
ら
は
、
涙
が
出
て
い
た
。
心
か
ら
ご

め
ん
ね
と
い
う
も
、
無
力
感
が
募
っ
た
。

　

こ
の
場
所
は
西
東
京
市
で
あ
り
、
学

園
町
と
し
て
は
、
発
言
権
は
な
い
の
で

あ
ろ
う
。
今
現
在
分
譲
住
宅
が
着
々
と

建
築
中
で
あ
る
が
、
か
つ
て
の
あ
の
立

派
な
松
の
姿
を
思
う
と
、
な
ん
と
も
貧

相
で
あ
る
。
切
り
倒
さ
れ
た
樹
々
の
無

念
さ
を
思
い
や
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

学
園
町
を
縦
横
に
交
差
す
る
通
り

は
、
ど
れ
も
立
派
で
直
線
的
で
あ
る
。

そ
の
端
に
建
つ
住
ま
い
も
実
に
立
派
な

も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
近
年
の
住
民

の
老
齢
化
に
伴
い
、
分
割
遺
産
相
続
が

進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
、
そ
の
度
に

立
派
な
老
樹
が
切
り
倒
さ
れ
、
風
情
の

あ
っ
た
立
派
な
邸
宅
が
消
え
て
ゆ
く
の

を
見
る
こ
と
は
、
残
念
で
な
ら
な
い
。

　

土
地
と
建
物
の
持
ち
主
の
個
人
は
こ

の
町
へ
の
愛
着
は
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
建
築
会
社
や
土
木
会
社
は
、
一
切

お
構
い
な
し
で
あ
る
。
今
後
自
治
会
と

し
て
は
、
建
築
前
に
何
と
か
持
ち
主

に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
？

　

自
由
学
園
の
前
の
旧
幼
稚
園
の
跡
地

の
利
用
方
法
な
ど
、
自
治
会
が
積
極
的

に
計
画
に
関
与
し
て
も
い
い
と
思
わ
れ

る
。
少
し
で
も
、
こ
の
美
し
い
景
観
を

保
っ
て
ゆ
く
努
力
を
し
た
い
も
の
で
あ

る
。
伐
っ
た
り
壊
し
た
後
で
は
、
も
う

ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
あ
る
。

★
な
ん
ぶ
ま
な
ぶ
シ
リ
ー
ズ

《
１
》［
ヨ
ガ
教
室
関
係
①
～
④
］

①
「
ヨ
ガ
男
塾
！
」

・ 

４
月
14
日(

金)

、
21
日(

金)

、
５

月
12
日(

金)

、
19
日(

金)

、
６
月
２

日(

金)

、
９
日(

金)19:00

～20

：

00・
参
加
費
：
５
０
０
円
（
当
日
払
い
）

・
定
員
：
10
名

・ 
持
ち
物
動
き
や
す
い
服
装
・
首
に
か

け
ら
れ
る
長
さ
の
タ
オ
ル
・
飲
み
物

・ 

講
師
：
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

健
康
運
動
指
導
士
中
村
陽
子

② 「
日
曜
ヨ
ガ
教
室
」

・
４
月
16
日
、
５
月
21
日
、
６
月
４
日

１
部10

：00

～11
：00 
集
会
室

２
部13

：00

～14

：00 
集
会
室

③
「
健
康
体
操
」

・
４
月
16
日(

日)

、
５
月
21
日(
日)
、

６
月
４
日(

日)1

部11

：30
～

12

：30

集
会
室
２
部14

：30

～

15

：30

集
会
室

※
上
記
②
③
の
【
参
加
費
】、【
定
員
】、

【
持
ち
物
等
】、【
講
師
】
に
つ
い
て
は
、

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お

知

ら

せ

い
ず
れ
も
①
と
同
一
。

④
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ヨ
ー
ガ
」

・
４
月
23
日(

日)

、
５
月
14
日(

日)

、

28
日(

日)19:00

～20

：00

集
会
室

・
参
加
費
：
５
０
０
円
（
当
日
払
い
）

・
定
員
：
10
名
・
講
師
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ーAZUSA

　
　

◇　
　
　
　
　
　
　

◇　
　

《
２
》
ヨ
ガ
教
室
以
外
の
イ
ベ
ン
ト

★
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

・
４
月
10
日(

月)

、
５
月
８
日(

月)

、

６
月
12
日(

月)10

：00

～12

：

00

・
参
加
費
２
０
０
０
円
（
当
日
払
い
・

オ
イ
ル
代
込
）

・
講
師
飯
岡
祐
子
・
定
員
６
組
・
生
後

２
か
月
～
１
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
と
マ

マ
さ
ん
・
妊
婦
さ
ん

★
現
役
子
育
て
マ
マ
に
よ
る
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

・
４
月
15
日(

土)

開
場10:00

開
演

10:30

・
料
金
大
人
５
０
０
円
小
学
生

２
５
０
円
未
就
学
児
無
料

★
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
畑
」

・
４
月
23
日(

日)

開
場
１
時
30
分
開

演2:00

・
定
員
：
80
名
・
入
場
料
：

２
０
０
円

★
「
60
歳
か
ら
の
音
楽
で
脳
ト
レ
体
操
」

・ 

４
月
24
日(

月)

・
５
月
29
日(

月)

　

10:15

～11:30

・
定
員
10
名
・
参

加
費
１
０
０
０
円

★[

妊
婦
さ
ん
と
マ
マ
の
た
め
の
～
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
レ
ッ
ス

ン
～]

・
４
月
24
日(

月)

、
５
月
22
日(

月)
　

10
：00
～11

：30

・
定
員
８
名
（
親

子
参
加
は
４
組
ま
で
）

・
参
加
費
５
０
０
円

・
講
師
：
ひ
ば
りm

am
an

・
対
象
：
妊
娠
中
の
不
安
な
気
持
ち
を

共
有
し
た
い
方
、
子
育
て
の
悩
み
を
共

有
し
た
い
方
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を

ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
ケ
ア
で
過
ご
し
た
い
方

・
テ
ー
マ
、
４
月
は
「
春
の
お
喋
り
会
」、

５
月
は
「
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
た
め
の
日

焼
け
対
策
」

★
「
な
ん
ぶ 

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」

・
５
月
７
日(

日)

、
６
月
４
日(

日)

　

13:30

～15:30

音
楽
室
・
参
加
費

１
０
０
円
・
定
員
10
名
。

★
「
ひ
ば
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
最
終
日
、
家
族
み
ん
な

で
楽
し
め
る1

日
を
！

・
５
月
７
日(

日)10:00

～16:00

・
内
容
：
地
場
野
菜
・
パ
ン
・
焼
き
菓
子
・

お
弁
当
・
手
作
り
雑
貨
の
販
売
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
パ
マ
マ
向
け
の
癒
し

コ
ー
ナ
ー

★
「
初
め
て
の
投
資
勉
強
会
」
投
資
に

興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
一
歩
踏
み
出
せ

な
い
あ
な
た
へ
。
賢
く
「
金
育
」
し
ま

し
ょ
う
！

・
５
月
20
日(

土)13:30

～15:00

・

定
員
10
人
・
無
料
（
事
前
予
約
制
）
講

師
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
桂
宗
一
郎

★
「
バ
ク
さ
ん
と
そ
の
仲
間
と
音
楽
と
」

・
５
月
28
日(

日)

開
場13

：15

開

演 13:30

～15

：30

・
定
員
50
名
・

参
加
費
５
０
０
円
・
持
ち
物
筆
記
用
具

※
各
イ
ベ
ン
ト
問
合
せ

　

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
（
指
定
管
理
者

（
株
）
セ
イ
ウ
ン
）042-451-2021

Higashikurum
e_nanbu@s-seiun.

co.jp
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芦
澤
君
と
私
は
、
自
由
学
園
初
等
部

入
学
以
来
、
最
高
学
部
卒
業
ま
で
の
16

年
間
（1959

年
～1974

年
）
を
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

初
等
部
時
代
に
は
、
休
日
も
よ
く
学

校
に
遊
び
に
来
て
、
当
時
は
ま
だ
家
が

建
っ
て
い
な
か
っ
た
雑
木
林
で
遊
ん
だ

り
、
彼
の
お
宅
に
も
よ
く
お
邪
魔
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

16
年
間
の
中
の
一
番
の
思
い
出
は
、

最
高
学
部
４
年
間
の
サ
ッ
カ
ー
部
で
の

活
動
で
す
。
東
京
都
Ⅰ
部
リ
ー
グ
で
、

東
京
学
芸
・
成
蹊
・
学
習
院
・
立
教
・

上
智
・
駒
沢
・
明
治
学
院
な
ど
強
豪
大

学
と
の
秋
の
リ
ー
グ
戦
で
は
、
彼
も
私

も
１
年
か
ら
出
場
し
て
戦
い
ま
し
た
。

４
年
生
の
時
は
彼
が
主
将
を
務
め
、
好

成
績
を
収
め
て
関
東
大
会
に
進
み
、
最

後
は
東
大
御
殿
下
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ

た
２
回
戦
で
立
教
に
０
対
１
で
敗
れ
、

涙
を
流
し
て
終
え
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
時
の
思
い
出
は
、
彼
自

身
が
『
自
由
學
園
サ
ッ
カ
ー
史
』（
自

由
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
OB
会
、
２
０
０
７

年
発
行
）
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

最
高
学
部
卒
業
後
、
彼
は
ゼ
ネ
ラ
ル

石
油
に
就
職
。
大
阪
、
広
島
、
山
口
な

ど
地
方
で
も
勤
務
し
、
そ
の
後
早
期
退

職
を
し
て
２
０
１
２
年
に
学
園
町
に
ご

家
族
と
と
も
に
戻
り
ま
し
た
。
学
園
町

に
戻
っ
て
か
ら
は
、
自
分
が
育
っ
た
学

園
町
に
住
む
人
た
ち
と
の
関
係
を
大
切

に
し
て
、
自
治
会
で
の
活
動
、
さ
ら
に

地
域
に
開
か
れ
た
「
自
由
学
園
し
の
の

め
茶
寮
」
の
寮
長
の
責
任
を
果
た
す
な

ど
、
地
域
の
た
め
に
積
極
的
に
力
を
出

し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
か
ら
７
年
前
に
発
病

し
、
森
武
生
先
生
の
お
世
話
で
駒
込
病

院
に
入
院
。
幸
い
に
も
型
が
適
合
し

た
弟
さ
ん
か
ら
骨
髄
の
提
供
を
受
け
て

移
植
を
行
う
こ
と
で
危
機
を
脱
し
ま
し

た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
同
級
生
の

寺
尾
龍
彦
牧
師
（
日
本
基

督
教
団
）
が
日
曜
日
の
朝

に
し
の
の
め
茶
寮
２
階

で
行
っ
て
い
た
「
学
園

町
礼
拝
」
に
私
と
一
緒
に

出
席
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
奏
楽
者
が
お
休

み
さ
れ
た
時
に
は
、
ヒ
ム

プ
レ
ー
ヤ
ー
（
讃
美
歌
自

■
自
由
学
園
幼
児
生
活
団
幼
稚
園

園
庭
開
放

５
月
24
日
（
水
）10:00

～11:00
５
月
１
日
（
木
）10:00

～11:00

６
月
７
日
（
水
）10:00

～11:00

会
場
：
自
由
学
園
幼
児
生
活
団
幼
稚
園

動
演
奏
機
）
を
操
作
し
て
讃
美
歌
の
伴

奏
を
担
当
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
ク

リ
ス
マ
ス
礼
拝
後
の
祝
会
で
の
司
会
も

務
め
て
く
れ
ま
し
た
。
目
が
不
自
由
で

行
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
寺
尾
君
を
連

れ
て
２
人
で
よ
く
外
食
も
し
て
い
ま
し

た
。

　

移
植
後
、
体
調
も
安
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
５
月
の
定
期
診
断
で
緊
急

入
院
と
な
り
、
６
月
に
退
院
し
て
き
た

と
き
に
は
、
入
院
期
間
が
長
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
歩
行
が
困
難
と
な
っ
て

ベ
ッ
ド
の
上
で
の
生
活
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
見
舞
い
に
い
く
と
、
い

つ
も
元
気
に
前
向
き
の
会
話
が
で
き

て
、
食
事
も
普
通
に
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
家
族
の
介
護
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
年
に
な
っ
て
１
月
６
日
に
清

瀬
市
の
信
愛
病
院
の
ホ
ス
ピ
ス
病
棟
に

入
院
。
そ
の
後
も
安
定
し
た
状
態
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
２
月
下
旬
に
体
調

が
急
変
し
、
そ
の
後
は
眠
り
続
け
て
３

月
２
日
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
の
入
院
中
にLINE

で
も

ら
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
残
っ
て
い
ま

す
。「
賛
美
歌310.510.

聖
書
マ
タ
イ

6.

男
子
部
賛
歌,　
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（
原
文
の
ま
ま
）」（
５
月
30

日
）　

お
そ
ら
く
自
由
が
利
か
な
く
な

り
は
じ
め
た
指
で
打
っ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
彼
の
遺
言
だ
と
思
っ
た

の
で
、
３
月
７
日
に
行
わ
れ
た
告
別
式

の
最
後
に
、
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
同

級
生
で
讃
美
歌
と
男
子
部
賛
歌
を
歌
っ

て
彼
を
送
る
こ
と
を
ご
家
族
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
当
日
は
同
級
生
だ
け
で
な

く
先
輩
・
後
輩
も
加
わ
っ
て
20
人
以
上

の
人
が
集
ま
っ
て
歌
を
歌
っ
て
彼
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

病
気
と
の
闘
い
は
想
像
を
絶
し
ま

す
。
し
か
し
、
彼
は
最
後
ま
で
自
分
の

状
況
を
恨
む
よ
う
な
こ
と
は
全
く
な

く
、
前
を
向
い
て
明
る
い
笑
顔
を
見
せ

続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
背
後
に
は

長
い
間
の
ご
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
こ

と
を
思
い
、
奥
様
を
は
じ
め
ご
家
族
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
で
は
、
最
後
の
最
後
ま
で
人
生
を

前
向
き
に
走
り
通
し
た
彼
の
姿
と
、
学

生
時
代
に
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
笛
が

鳴
る
ま
で
、
左
ウ
ィ
ン
グ
と
し
て
相
手

陣
で
倒
れ
る
ま
で
走
り
続
け
た
彼
の
姿

と
が
重
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
く
だ
さ

い
。
再
会
の
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て
。

元
し
の
の
め
茶
寮
寮
長
、
自
治
会
副
会
長

　
芦
澤
広
太
郎
君
を
天
に
送
る

　
　
　
　
　
鈴
木
康
平
（
自
由
学
園
男
子
部
31
回
生
）

自
由
学
園
か
ら
の

お

知

ら

せ

幼
児
生
活
団
幼
稚
園
入
園
希
望
の
方
へ

園
庭
開
放
を
行
い
ま
す
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
お
と
な
の
学
び
場
」
第
１
回

テ
ー
マ
：
自
分
の
頭
で
考
え
れ
る
子
を

育
て
る
に
は
？

日
時
：
４
月
19
日
（
水
）20:00

～

21:00

参
加
費
：
無
料

登
壇
者
：
平
田
麻
莉
氏
、
更
科
幸
一
氏

■
自
由
学
園
中
等
科
・
高
等
科

学
校
説
明
会

◆
第
１
回
：
４
月
22
日
（
土
）

来
校　

14:00

～15:00

オ
ン
ラ
イ
ン

14:00

～15:00

◆
第
２
回
：
５
月
27
日
（
土
）

来
校　

14:30

～15:00

オ
ン
ラ
イ
ン

14:00

～15:00

中
等
科
・
高
等
科
入
学
希
望
の
方
へ
学

校
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

対
象
：
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

■
自
由
学
園
初
等
部

学
校
見
学
（
キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
）

４
月
22
日
（
土
）9:30

～

10:30/11:00

～12:00

■
自
由
学
園
初
等
部

児
童
が
つ
く
る
学
校
説
明
会

５
月
20
日
（
土
）9:30

～11:00

【
全
体
説
明
・
校
内
見
学
・
個
別
相
談
】

※
上
記
催
し
に
つ
い
て
、
申
込
み
は
学

園HP

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
詳
細
は
自
由
学
園
の
ホ
ー
ム
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

※
お
問
合
せ
先
：
自
由
学
園
広
報
本
部

TEL : 042-428-2123
e-m

ail : kh@jiyu.ac.jp
URL : https://www.jiyu.ac.jp
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二
回
お
休
み
で
し
た
の
で
久
し
ぶ
り

の
投
稿
で
す
。

　

春
に
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
桜
も

終
わ
り
新
緑
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

青
梅
街
道
を
車
で
走
っ
て
い
る
と
欅

（
け
や
き
）
や
銀
杏
（
い
ち
ょ
う
）
の

若
葉
か
ら
空
が
透
け
て
と
て
も
爽
や
か

な
気
分
に
な
り
ま
す
。

　

市
場
で
は
常
に
季
節
早
取
り
の
た

め
、
春
の
花
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ス
イ

ト
ピ
ー
な
ど
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
で

す
。
か
わ
り
に
枝
物
が
た
く
さ
ん
出
て

き
て
こ
ち
ら
も
緑
の
多
い
に
ぎ
や
か
な

季
節
に
な
り
ま
す
。

　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

花
屋
さ
ん
で
は
母
の
日
の
注
文
が
入

り
だ
し
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
て
き
ま

す
。

　

最
近
で
は
母
の
日
の
贈
り
物
は
花
ば

か
り
で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

や
は
り
少
し
で
も
花
が
添
え
ら
れ
る
と

気
持
ち
が
和
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

母
の
日
と
い
え
ば
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
。
そ
れ
も
飽
き
た
と
い
う
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
最
近
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、

カ
ラ
フ
ル
な
も
の
か
ら
大
人
っ
ぽ
い
も

の
、
ア
ー
ス
カ
ラ
ー
、
複
色
の
も
の
な

ど
、
選
択
肢
が
と
て
も
多
く
な
り
ま
し

た
。

　

大
き
く
分
け
て
一
輪
咲
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
タ
イ
プ
、
枝
分
か
れ
し
て
複
数

の
花
を
つ
け
る
ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
。

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
は
サ
イ
ズ
も

大
き
め
で
一
輪
で
も
飾
れ
ま
す
し
、
ア

レ
ン
ジ
な
ど
の
主
役
に
も
な
り
華
や
か

で
す
。

　

ス
プ
ー
イ
タ
イ
プ
は
そ
れ
に
比
べ
て

花
が
小
さ
め
で
可
愛
ら
し
く
蕾
も
つ
い

て
い
て
に
ぎ
や
か
で
す
。
※
蕾
は
色
の

出
て
い
な
い
グ
リ
ー
ン
の
も
の
は
咲
き

ま
せ
ん
が
、
蕾
自
身
の
か
た
ち
で
楽
し

め
ま
す
。

　

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
ア
レ
ン
ジ
に
加
え
る
と
と
て
も
素

敵
に
仕
上
が
る
の
で
母
の
日
以
外
で
も

お
ス
ス
メ
で
す
が
、
せ
っ
か
く
な
の
で

母
の
日
に
赤
や
ピ
ン
ク
だ
け
で
な
く
い

ろ
い
ろ
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
試
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

お
手
入
れ
で
す
が
花
も
ち
は
と
て
も

良
い
で
す
。
暖
か
く
な
る
と
水
が
汚
れ

　

東
久
留
米
市
内
で
火
災
が
連
続
し
て

発
生
、
死
者
も
出
て
い
ま
す
。
同
署
の

調
べ
に
よ
る
と
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら

市
内
の
火
災
発
生
件
数
は
、
４
月
４
日

現
在
で
25
件
。
昨
年
の
同
時
期
は
13
件

で
す
か
ら
、
２
倍
の
発
生
と
な
っ
て
お

り
、
死
者
も
２
名
出
て
い
ま
す
。

　

昨
年
１
年
で
は
41
件
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
原
因
で
最
も
多
い
の
は
、
放

火
（
疑
い
を
含
む
）
と
タ
バ
コ
で
、
次

い
で
電
気
器
具
の
接
触
部
の
加
熱
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
家
の

周
り
に
段
ボ
ー
ル
や
紙
類
な
ど
の
可
燃

物
を
放
置
し
な
い
」、「
タ
バ
コ
の
後
始

末
を
確
実
に
行
い
、
寝
タ
バ
コ
は
絶
対

し
な
い
」「
コ
ン
セ
ン
ト
を
確
認
し
、

溜
ま
っ
て
い
る
ほ
こ
り
を
掃
除
す
る
」

こ
と
を
日
頃
か
ら
実
行
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
火
災
の
早
期
発
見
に
非

常
に
有
効
な
の
が
住
宅
用
火
災
警
報

機
。
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、
居
間
や

リ
ビ
ン
グ
、
寝
室
な
ど
す
べ
て
の
居
室

と
階
段
、
台
所
の
天
井
ま
た
は
壁
へ
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
た

だ
し
、
共
同
住
宅
等
で
自
動
火
災
報
知

器
が
あ
る
建
物
は
、
火
災
警
報
機
の
設

置
義
務
は
な
い
）。

　

耐
用
年
数
は
約
10
年
と
言
わ
れ
て
お

市
内
で
火
災
急
増
、
死
者
も
発
生

　

原
因
は
、
放
火
・
タ
バ
コ
・
電
気
器
具

て
く
る
の
で
水
替
え
と
３
㎝
程
の
切
り

戻
し
が
お
す
す
め
で
す
。

　

ち
な
み
に
花
屋
さ
ん
と
し
て
は
間
際

で
な
く
、
早
め
に
ご
注
文
を
い
た
だ
け

花だより㉙

 もうすぐ母の日

 カーネーションで楽しもう

　　　　　　　　　　立川まり

る
と
助
か
り
ま
す
。

(

フ
ロ
ー
ラ
ル
ラ
イ
フ) 

立
川
ま
り
さ

ん042-423-8646

り
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
こ
と
や
、

ほ
こ
り
で
汚
れ
て
い
る
と
感
知
し
に
く

く
な
る
の
で
定
期
的
に
乾
い
た
布
で
拭

き
取
る
な
ど
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
、

そ
し
て
半
年
に
１
回
以
上
点
検
を
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
点
検

は
警
報
機
の
ボ
タ
ン
を
押
す
か
ヒ
モ
を

ひ
く
だ
け
の
簡
単
な
作
業
で
す
。

　

さ
て
、
東
京
消
防
庁
に
よ
る
と
、
過

去
５
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
７

割
が
高
齢
者
で
す
。
そ
こ
で
、
東
久
留

米
消
防
署
で
は
、
独
り
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
や
体
が
不
自
由
な
人
を
対
象
と
し

た
住
ま
い
の
防
火
防
災
診
断
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ご
本
人
の
了
承
を
得
た
う

え
で
、
お
宅
を
訪
問
し
、
火
災
、
地
震

等
の
災
害
や
家
庭
内
の
事
故
に
よ
る
被

害
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
改
善
方
法
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
や
、
相
談
・
質
問
の
あ
る
方
は

東
久
留
米
消
防
署
の
警
防
課
防
災
安
全

係
（042-471-0119

内
線
３
１
１
，

３
２
２
、３
３
５
）
ま
で
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

組

長

会

開

催

火
災
と
防
災
の
講
演

　

学
園
町
自
治
会
の
組
長
会
が
４
月
２

日
、
自
由
学
園
し
の
の
め
茶
寮
２
階
の

大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
長

27
人
が
出
席
。
組
長
の
仕
事
に
つ
い
て

や
、
前
期
自
治
会
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
関
し
て
の
説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
東
久
留
米
消
防
署
特
別
救
助

隊
の
西
條
胤
光
隊
長
＝
写
真
＝
か
ら
、

急
増
す
る
市
内
の
火
災
と
そ
の
対
策

（「
市
内
の
火
災
急
増　

死
者
も
発
生
」

の
記
事
参
照
）
に
つ
い
て
と
、「
地
震

と
防
災
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０

年
。
多
摩
東
部
直
下
地
震
（
Ｍ
７
・
３
）

が
起
き
た
場
合
（
冬
の
夕
方
、
風
速
８

ｍ
）、
東
久
留
米
市
で
死
者
46
人
、
負

傷
者
６
２
０
人
、
火
災
に
よ
る
焼
失

１
２
１
１
棟
な
ど
の
被
害
が
想
定
さ
れ

る
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、
震
災
時
の
風

速
が
毎
秒
15
ｍ
の
場
合
は
、
浅
間
町
で

発
生
し
た
火
災
が
西
武
線
の
線
路
を
越

え
て
学
園
町
と
南
沢
に
延
焼
す
る
（
そ

の
逆
も
同
様
）
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
ま
さ
に
震
災
時
、
浅
間
町
・
学
園

町
・
南
沢
地
域
は
運
命
共
同
体
で
あ
る
、

と
い
う
話
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
東
京
都
の
区
分
に
よ
る

と
、
市
内
で
は
本
町
２
丁
目
と
浅
間
町

１
、３
丁
目
が
木
造
住
宅
密
集
地
に
指

定
さ
れ
、
地
域
危
険
度
測
定
調
査
で
は

浅
間
町
が
危
険
性
の
高
い
地
域
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
ま
す
。




